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はじめに
治
アクバル時代の歴史家アブル・ファズル(1551-1602)には、ムガル朝下
の諸制度を集成した大著『アクバル会典JI (A 'in-i Ak如何)がある O この書で
取り上げられている制度は皇室関係からはじまって軍隊関係、財政関係、
民族誌関係など多岐にわたる分野に及んでいる O インドの民族誌的諸事項
を扱ったこの書の第4部は「インド、事情についてJ (dar a年同l-iHindustan) 
と題されており、そのなかに「インドの学術J (danish-i Hindustan)という
見出しのある大きな項目が登場する O この大項目のなかで、著者はインド
の伝統的学術についてかなり詳細な紹介と解説を行なっている O
アブル・ファズルは優れた歴史家であるとともに、学問の各分野に通じ
た百科全書派的な知識人で、あった。彼は、当時のインドのイスラーム教徒
が全人口の 1割程度にしか満たない少数派に過ぎないと L、う現実を直視で
きる柔軟な思考力に秀でていた。このような現実認識に基礎を置いた彼の
思想、は、自然に非イスラーム教徒に対する宥和主義的で穏健な姿勢をとら
せるものとなった。一方、政治家として卓越した現実感覚をもっていたア
クバルは、青年時代のこのアプル・ファズルの素質を見抜き、ついには政
治顧問として重用するようになった。こうしてアブル・ファズルはアクパ
ル時代の諸政策の決定にも少なからぬ影響力を発揮していくこととなる O
しかしまた彼は、正統派を自認するイスラーム界の保守派たちからの批判
を避けることはできなかった。
本稿は上に示した『アクバル会典』第4部中の「インドの学術」のとこ
ろを取り上げて紹介、検討することをめざしている O 第 1節では、はじめ
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tここの大項目の閏頭でアブル・ファズルが行なったインドの伝統的学衝の
概括的な説明のところをまず詔介することにする。「インドの学術J の大
項、自辻、この概括的説明につづけて「九派哲学の解説J (taf手il・i丸山 dana)
と題された中項目へと移る。九派哲学というのは、六採哲学すなわちニヤー
ヤ学派・ヴァイシェーシカ学派・ミ…マーンサ…学派・ヴェ…ダーンタ
採・サーンキヤ学涼・ヨーガ学派の六派に、シャイナ教徒・仏教徒・無神
論者の三誌を加えた都合九派の学説をさす。 r九掠哲学の解説J の努頭で
九派哲学の極く簡単な導入的詔介を行なっているので、この部分も第一節
で取り上げることにしたし、。本来ならば、アブん・ファズルが「九派哲学
の解説Jにおいて行なっているのと関じ頗序に従って、ょに挙げたそれぞ
れの学派について紹介、検許の作業をつづ汁ていけばよいのであるが、こ
れには実に多くの紙数と長い時間とを要することになる O そこで第二節で
は仏教誌に関する解説のところを取今上げ、比較的短いこの小項目の全文
を紹介し、検討することにする。また第三揺で、は、アブル・ファズルが γイ
ンドの学術J のところで、行なった伝統的学需の紹介の仕方に見られるいく
つかの持徴について、揺摘してみる予定である O
本稿が掠拠する rアクパん会典」のテクストは、託ブロックマンの校
訂本で、ある(l)0 このテクストの不明のところや疑問の抱かれるところは、
長の写本と目される大英図書麓高裁の写本と対熊させながら耀かめてい
った(2)。また H.S.ジャレット訳の英語寂も常時参黒した(3)。以下の fア
クバjレ会典』の引用、紹介において、パーレンけには原語の表記や簡単な
説明、言い換えを示し、キッコー[Jには原文にない捕足語を示しておいた。
l インドのf云統的学術
ずアクバjレ余典J の第4部「インド事情についてJのなかの大填自「イ
ンドの学術Jの冒頭部において、アブjレ・ファズルはインドの伝統的学術
について概括的な説明を行なっている O まずはじめにこの部分を、やや長
いけれども全文紹介することにしよう。
この大地(インめには360種以上の知識と技能(shi凶 sa'iI kirdar) [の
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流採〕がある O そうした勢L、(流派)に頼んで千にのぼる対立(fitna 分
裂)が投じ、人々は互いに相手を批判し諦い合っているo [しかしなが
ら〕盟落した麗望は破滅へと導き、敬持(izad-paras n)は轄神を麹かす。
した書物♂アクパル会典Jl)の著者{アブル・ファズル〉は多くの
もと交流し、銘銘の主張をある程度まで理解した。〔被らの
の〕大半は見開きすること (didu shunud 経験知)から逸れるもの
はない。彼らは理念上の論点(khayalig凶討のない意見には殺り
ないし、古えからの伝承(guZ:arish-ibastani)のない論拠は受け入れない。
ある者たちは自らを論争家たち (dalil-parastan)に属すと見なす。しか
しながら彼らは〔自分たちの〕本明き (trragi)のなかから暖昧さの
取ろうとはしない。ある者たちは遠足のヒトコブラクダとなって、
〔自分たちの〕見解の無分開きをなにがしかの課題のなかに乱み込ん
真理探究の館に持ち込み、 うぬほれてらzkhweshtan-parぉu)ω7J1jの
的地ι自分たちも到達したと思い込んでいる。~る者たちは禁欲家
ち(bi-dilifiroshan)並びに独替家たち (hechkhiran)に対して親近惑を
したり、〔自分たもの〕願望(khw計ush)の実現をめざして帯在しな
いものに存在の飾り (ghaza-yibud)をつけたりしている O こうした話は
諸記銀には収められていない。寄生者の食卓につけば、断食明けの食
どうして在難いものと思えようかG しかしながら知恵の探究者た
ち(agahi-joyan)の手土産(armaghani)のために、 9i長に還元される諸学
説印字ul)についてその要点(fihrist)を描くことはするとしても、各学抵
の教理 (maqã~id) の検証{ちujjat) は〔ここでは〕しないこととする。望
むらくは、公正な考えの人々が深く観察を行ない、京明学誌
(1st凶 qi)(5 )・スーフィ…(イスラーム神秘主義者ト強進学派(Mashsha'i
アリストテレス学派)・雄弁家出向kallim)たもの方法と比較し、因習主
義('adat-parasn)の障害壮行く手から取り除き、その原因を見つけ出し、
無学(bi-danishi)からくる退嬰(istib‘ad 無関心)を側に移して、先見の明
を春せんことをや
この菌土(abad-bum)にはg種の学派(guroh)が存犯する O 彼らは〔こ
の世の〕票結加訪ねっとま冬末(ma'ad)、高度なあるいは抵綾な諸事実の
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本質(f;at)と形態(号if刻、慣習(ー 材料と信仰(‘ibadat)、王国の外延的およ
び内包的な議干し(adab) (の在り方〕について、推論(istidlaJ)でもって
自説を説く o 9番目〔の学諌〕は並ぶものなき神をf言ずることなく、〔事
物の〕始原 (aghaz)と終罵(anjam)を神に帰すことをしない。それぞれ
の学派にとって、理論れImI)と実践(‘amalI)と命名(nam-ha)は多様である。
しかし〔彼らの多くは〕第一の師(mu‘allim-iawwal アリストテレス)の
時代よりも前のギリシア哲学(与ikmat-iyunan)の方法(n脱却に依っている。
以前はヤシの樹(tきりの葉や白樺の樹変(Wz)( 6)の上に鋼鉄の尖筆(fulゑdI
qulam)で脅かれていたが、今では紙の上に舎かれているO 彼らは書く
ときは左から〔右へ〕書き始める。 2葉が互いに貼り合わされること
はないし、綴じ合わされることもない。多くの涼遠な心理が叡知
(bmish)の灯りを強め、魂(dil)は安らぎを獲得する o (我が〕心(khatir)
が語るを止めて沈黙へ向おうとするのを如何せん。再三再四見られる
知く形式的学問(rasmI'ulum)は煩雑さを増すものである。知識をかの
階梯の高み〔に置くこと〕によって昌己(nafs)は真理の現上に到達し
地位(jah)と財産加泌を手に入れたとしても、人々は本性(cabr'at)の低
みへと下っていくであろう O さらにまた時として〔我が〕純粋な精神
の上に、知識の日的はパンと筆往恒例名声) (の護得〕にあるので
はないとする異議が影な落とす。〔各学涼の〕明らかにしようとする
者(padId-恥anda 探究者)が言葉で〔わかりやすく〕表現することは主
いし、明らかにされたもの(padid・amada)が魂をつかむとともない。と
のゆえに総じて諮りの言葉 (zaban-iguft)は沈黙の口蓋垂 (kam-i
khamoshi)に付着し、思意の頭は消沈の襟(gariban-i firo-raftagi)の主主かじ
壊まる O とはいえ、時間に自由な(予定のない)者は誰でも、息を潜め
て(詫黙して)おれば、どこからともなく言葉は伝わってくるものであり、
また調査によれば、沈黙は以心伝心意が通じるものであり、理者にも
〔その意が〕解されるといわれている。誠に、舌を言葉で汚すのは無
忠患の富殿に自己を罷り出すようなものである。我が心は苦棄の館
(~arf-saばりから遠ざかり、我が舌根(zabãn) は対話 (guftãけを拒絶する。
〔それが〕素質からくる跨路(wa磁 ndagi)であるのか、それとも真実
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の顕現(ru-nama'i)の先融れなのか、定かではない。仔路の暗黒がなを
国惑のなかに霞き去りにしているのか、それともこの長い道程の捻高
額(qafila-salar 指導者)がまだ到着してい長いというのか。言葉は毒だ
らけの欽み物であち、沈黙は轄輩、だらけの毒物である。かくて務め事
(raz)は真実の月号持者〔の口〕からたやすく譲り薬ちる。嘆顧(niyaz)
よりもよい獲物を私は揺えたことがないし、沈黙よりも明るい灯ちを
忍は見たことがない。もしも〔学争奪〕事i震がかくも鈴訴しておらず、
かつまた言葉の館から〔我が〕心が遠ざかってしまうことがなかった
ならば、インドの学問泊indidanish)をばギリシア〔の学問〕と同様の
やり方で説明したであろう O 目下のところ〔私の〕意図するところに
従って、この書物にふさわしく、かっ時間に余裕がある限りの事柄を、
書き記していくこととする o (If'アクパjレ クスト、 Vol.1I ， p.61， 
l.l-p.62， 1.5.) 
以上が「インドの学術J の冒頭部に配された、インドの伝統的学術に関
する概括的説明の全文である O アブル・ブアズルはまずはじめに、インド
には学術流派の多いことを述べ、彼らの問で多数の論争の生じていること
を明らかにしている O その論争を意味することばとして、反乱や暴動の意
に使用されるフィトナ(fitna)という用語を使用し、論争が激しさを有して
いたことを明示しようとしている O
各学派に共通する特徴として、アブル・ブアズjレはその大半の主張が経
験知から逸脱したものではないことを認めている O また被らは理念上の論
点および古代以来の伝承をそれぞれ重視することを指摘している。このよ
うにインドの諸学誌を評価したうえで、アブル・ブアズjレは披らに対して
遠恵のない批半日を加えている。日く、自分たもの主張の立か広島る「援味
さの錆Jの放童、「見解の無分別さ」に罷執する告をi棄さ、「存在しないもの
に存夜の鋳ちをつけるj 強弁ぶ札等々 O 後はまた i寄金者の食卒j とし、
う表現も使っている O これは何を意味するのでおろうか。新食月(イスラー
ム罷第 9月のラマザーン完〉明けの食事は、どんな食物でも
のに思われる。それと再様に、設しい探究の後ι獲得さ
たとえ小さなもので、はあっても尊く貴重だ。これに対して、ざしたる
し、も
、
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もなく慢然と受け継がれてきた出来合いの知識にこのよう さが認め
られるであろうか。アブル・ファズルが「寄生者の食卓」にたとえていい
たかったことは、このことであろう O
360種者越えるインド学術の流派も、結局は急派に還元されるとし、う O
プル・アァズルはこれら 9派の学派のそれぞれについてその要点を紹介
することを、ここでの自らの課題とし、各派の教理について検証や証明に
まで立ち入ることはしない、と断っている O そして 2採の教理のそれぞれ
を学問の広場に引き出し、さまざまな立場から比較検討することを読者た
ちに委おている O アブjレ・ファズんが因習主義と退嬰的立場に批判的であ
ったことは、このくだりからも明らかであるO
寺派に還元される学派といっても、そのうちの 1抵は無神論者たちであ
るから、もっと具体的にいえば8派ブラス 1派ということIこなる O これら
の学旅が主張する理論、実践、命名法は多様である。興味深いのは、怯統
的な害等法として多羅ヤシの葉や白樺の樹皮に書く方法を紹介し、これら
の方法に代って今では紙に欝く方法が普及していることを指摘している
である o 2葉を貼り合わせたり緩じ合わぜたりしないといっているのは、
見葉や樹皮の中央部2カ所に小さな穴を開け、そこに誌を通して綴じる伝
統的な書物の形式の継承について述べたものであろう。
i[我が〕心が語るを止めて沈黙ヘ向おうとするのを如伺せん」以下の
文章は、アブル・ブァズjレ独持の鯵辞法が冴えわたった難解な文章の連続
である O 鯵辞な重畳的に重ねてここに延延とつづく文章は、簡単広いえば、
インドの諸学涼の煩雑な主張に対して抱く彼の違和感、気後れと抵抗感を
包み穏さずに表由したものである。彼は若い時以来、著明な学者の父シャ
イフ・ムバーラクの聞いた塾(学校)で古今東西にわたる学芸を猛然と学ん
だ身であったので、引用文の最後の方で、述べているように、彼にはインド
の学問をギリシアの学問の範鴎や命題を援用して説明することは可龍であ
ったであろう。だがそう Lづ影での説明は行なわずに、 rァクパjレ会典」
の全体構成に必要と思われる範囲の記述を時聞の許す眠り行なっていくと
述べて、この概括的説明の文章を結んでいる。
これ拡つづけて九孫哲学の解説がはじまる O アプル・ファズルは各派の
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解説を)1真次行なってし、くのに先立つて、九派の名称や相互の関係などにつ
いて簡単な説明を与えている O 次tこその文章もここで紹介しておこう。
九派哲学の解説。ナイヤーイカ派(Nayyayika)一-nunのア音と
した下点イすき yaとalifと下点イすき yaのイ者と kafのア音よち成
る(7)一ーはニヤ…ヤ哲学('ilm-iNiyaya)の学者(dana)である。パイシ
ェーキカ採(Baisheykhika)--baのア音と1点付き yaの黙音と付点
のぬ誌の未知のイ音と下点付き y訟の黙音と kafおよび路れた haの
イ音と kafのア音より成るは〉一ーは、その学問と知識について後ほ
ど論じられるc ベ…ダーンデイ…派(Beydaritiy)一一一回の未知のイ音
と下点付き yaの黙音と dalとalifと穏れた n加と上点付き taのイ
と下点付き y設の黙音より成る (9)一一ーはべ…ダーント官学 ('ilmωi
Beydant)の学者であるO ミーマーンサク訣(Mimarisak)-一語imのイ音
と下点付き yaの黙寄と mimとalifと揺れた nunとsinのア音と kaf
より成る(10)一ーはミーマーンサー哲学 ('ilm-iMim加 sa)の知
(shinasanda)である。〔さらに〕サーンク採(Sarikh)…一一sinとalifと諮
れた nunとkafおよび揺れた haの黙音より成る (11)一一とパ…タンジ
ャル派(p注tarijal)一一ベルシア語の baとalifとよ点付き協のア音と隠
れた nunとJimのア音と lalより成る(12)--とジャイナ派(Jayna)一一…
Jimのア音と下点付き yaの黙音と nunのア吾より成る(13)…ーとパウ
ッ夕、派(Bawuddha 仏教徒)一一一協のア音と wawのウ背と重捜した dal
および揺れた haのア音より成る(14)一ーとナ…スティカ深(Nastika 紫
神論者)--nunとalifとsinの黙普と上点イすきぬのイ音と kafのア
音より成るく15)一一〔の学者たちがし、るJoそれぞれは別{屈の学問につ
いて論じており、その説明は後になされる。ブラーブマ (brahmaバラ
モン)は最後の三派を外遊(gum-rah)と考えている。〔バラモンの〕
たちには、かの大派以外は認められていない。彼らは〔これら六派を〕
カトダルサン (Khatdarsan)--kafおよび掠れた協のア音とインド語
の上点付き taの黙音と dalのア菅とほの黙官と sinのア音と nunの
黙音より成る{尚一一と呼んでいるO すなわち γ学問の六つの道J
(shash rawish-i danish)の意である O ニヤ…ヤとパイシェーキカは独特
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の関係 (paiwand-iyak-tay)を有しており、ベーダ…ントとミーマーン
サ…、サーンクとパータンジャルもそれぞれ向様の関係にある O ♂ 
クパル会輿』テクスト、 Vol.立， p.62， 1.6-1.19.) 
このようにアブル・ブアズルは述べて九つの学抵の名称、を列挙し、バラ
モンたちの支持をえたいわゆる正統派に罵する六派と残る三誌との間に
時もなお裁然とした[R別の設けられていたこと、並びに六派のなかでもニ
ヤ…ヤ学派とヴァイシェーシカ学派、ヴェーダ…ンタ学派とミ…マーン
サー学派、サーンキヤ学派とパタンジャ 1)学誌はーガ学派〉との間にそれ
ぞれ親縁関長のあったことを簡潔に指請している。
以下、アブル・ファズんはニヤーヤ学派、ヴァイシェーシカ学派、ミー
マ…ンサ…学派、ヴェーダ…ンタ学派、サーンキヤ学派、ヨーガ学j氏、ジ
ャイナ教捷、仏教徒、無持論者の}I買に、九派哲学のそれぞれについて解説
を行止ってしぺ O それらの解説は学派によって長短が著しく、ニヤ…ヤ学
派とジャイナ教徒に関する解説は桔当に詳細であり、ヴァイシェ…シカ学
誌と無神論者に関する解説は非常に簡単である。次節では仏教徒ι関する
解説を紹介することtこしよう C
2 仏教徒
九派哲学のーゥとして、アブル・ファズルが仏教徒について行なった解
説は以下の如くである O 少少長くなるが全文をここに紹介する O
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この知患の体系(tarz-ihoshrnandi)の寵担(padid・aranda)はプッド(Buddh)
一一 baのウ音と重複のおiおよひ、隠れた haより成るω…ーーと呼ば
れ、後には多くの名語が残されている O一つはシャークムニ (Shakrnuni)
一一付点の shlnとalifとkafとmimのウ音と nunのイ音より成る (18)
-ーで一般的にはシャーカムーニー (Shakarnu叫と呼ばれる O そして
次のように信じられている O 彼は善業(shayista-k注目)の力によって知恵
(agahi)の最高の段階に到達し、全知者(hama-dan)となって解説の至福
(daulaむimukt) (19)を獲得した。彼の父はどハ…ル地方の辺境伯(rnarzban)
ラ…ジャ・シッドゥ…ダン (Siddhudan) sInのイ音と dalお
fアクパル会異議 tこ見えるインドの伝統的学帯と弘教について
よび隠れた haのウ音と wawの黙音と dalのア音と nunの黙音より成
る(20)一ーであり、母はマーヤ… (Maya)とし、う名ぜあった。彼が臓の
道(rah-in却を通って出生すると、神々しい光が黙り輝き、大地は振
動(juめish)するに至今、ガンジス1(Cang)の本が天上から降り注いだ。
まさにこの時被は7歩歩み、快い響きの言葉を清らかな口調で話し、
次のようじ語った。 f[これが〕私にとって最後の姿である (21)J。
家たち(akhtar叶lInasan)は次のように予告した。「彼の人生が29哉と 7
日を経たとき、王者(farman-raw訟の王室に開き、教j斉(wa-rastag誌の患
いをもって立ち上が号、新たにある宗教包'ini)を創立する」と O ま
にこの年のこの月、彼は〔一切の)交わり (ameza)から心を解き放ち、
荒野(宇功ra)の道へと進んでいった。彼はパナーラス (Banarasまた
おanaris)とう…ジギル (Rajgir)、あるいはその他の諸型地 (parasti油輸
kadah訟でしばらく過ごし、そして佐界をさまよった援にカシュミー
んに入った。多くのインド入(百indi-nizhad)や外昌人(ahl-ibanadir) (22)、
あるし、はカシュミーjレ、チベット (Tibbat)、スキタイ (Khata)の人々が
彼を信奉した。この治世(アクパルの治世)第40年(1595 96)には彼の死
ら2962年が経過した(23)0 彼は効j験のある気息(nafas-igira)を若し、
自熱的な(khariq-i'adが (24)力の持主であって、 120裁の生涯を送った。
ペルシアとアラブρの学者たちはこの宗教をパフシー (Bakhshi)(25)と呼
び、またチベットではうーマ(Lama)と呼んでいる O ヒンドゥースター
ンではこうした人々(仏教徒)がほとんど見られなくなって久しい。け
れどもペーグー (Pegu)とダブナーサリー (Dahnasari テナッセリム)とチ
ベットでは〔今自もなお〕見られる Q 皇暗に髄行してカシュミ…jレの
決過な地を三度目に訪れたとき、〔この舎の著者は〕この宗派(kesh)
の何人かの長老(pir)たちと知り合いになった。だが〔この京派の〕
(danish司munshi)
句 Abru)とパナ
うことはなかった。またハーフィジ-アブルー
ィー (Ban法 it誌が撞いたような人物を告にす
ることもなかった伽ゐバラモンたち(brめima)は被(仏陀)を〔ヴィシュ
ヌ神のJ9番Eの化身旬、lVatおうと見なすが、しかし彼ら(仏教徒たち)は
〔このように〕広く知られた形で、(ba-rawish揃imashhur) [仏陀を〕
9 
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することはないし、そのようなこと(ヴィシュヌ神のs番目の化身)を仏
陀に認めることはない。
比鎖のない神 Uzad寸bi叶lUn)が肉体と結びつけられること (paiwand-i
tan) (27)によって浄化されると考えられている O サ…ンク学派やミー
マーンサー学派、ジャイナ教徒と同様に、彼ら(仏教提)は創造住frinish)
が神によるものであるとは説いていない。この世(jaha心には始まり
(sar-aghaz)もま冬わり弘前がもないと絞らは考え、金設界(hamagi-'alim)
は瞬時のうちに無(nis討に悲し、次の瞬間には以前と同じように存在
の器(hast1)を取ると主張する。また被らは善と悪(neku bad)、地獄と
極楽 (dozakhu bihisht)の応報 (padash)を信じている O 彼らは、知識
(danish)は理性的精神 (nafs・inatiqa)の顕現(‘aq)であると考える。彼ら
は彼(仏陀)の[教えに従う]禁欲主義者たち(tajarrud舗guzinan)となっ
て頭を掛り、皮革と赤事で身を被い、 j本j谷(shu試合shu'i)によって我が
身を援めて請浄に保つ。役らは食べ物として与えられたものは何でも
詰まず、死んだもの (murda)は神の昨命(kushta-yikhuda)であると思い、
それを食することは許容されるなawa)と考える。彼らは女性に接近せ
ず、生き物を殺さない。また植物を生き物と考えて〔無閣に〕引き抜
いたり切ったりすることを差し控える o [仏陀の教えは〕次の 6つの
事柄に努めることを課している O すなわち膜芸(khashm)の消滅、理性
(khirad)の追究、恵、まれない者{時khwasta)(28)への慈善(khair)、持への
崇敬Uzadiparastish)の自覚(agah台、静化(khwIstan伊 dazI 震棄な
設的生活)に訴える勇気(di1iri)、堂持神とともに屠ることらa・khuda
budan) [の 8つであるJ(29)。善(neki)の源泉(sarmaya)として 3つの
柄を挙げる O 知恵、と、貧欲を断つこと (bi-tama'i)と、嫉みを断つこと
(bi-hasadi)とである O 善業(khub-kind訂)と悪業(tabah網kari)の宿るところ
(khana)は12簡所あると彼らは考える o 5つの感覚(匂pa均n可J-与l).awaωs心)(α30ω}と5
つの感覚器官(匂p仰仰a剖nη叶1
これは1辺2のア…ヤトナ{匂ゑ勾y狩aねt詰na心〉一一 h治ar獄mz汲沼l忽aとali立fと下点f付すきの y凶8の
ア音と上点f村せ 3き~ t誌aの察吾と n泌色加ロのア昔より成る{捌3弘鉛4心}一一と呼ばれる O
彼らは4つの事柄(chaharChiZ)について諮り、パダールタ (padartah)(35) 
クパル会典』に見えるインドの信統的学街と仏教について
の代りじアールジャ・サツデイヤ (arja-sattiya)一一 harnzaとalifと拾
の黙音と jlrnのア音と sIn(のア審〕と重複の上点イすき taのイ吾と下
点、付き yaのア音より成る (36)一一ーと呼んでいる O 最初はドゥッカ
(dukkha)…-dalのウ昔と重複の kafおよび隠れた haのア者より成
る(37)一一すなわち苦(ghamm)である (38)0 それには5種類あるとされるO
( 1づ自は〕ウイツギヤ…ン (wiggyan)一-wawのイ音と簾複のペル
シア諾の kafおよび下点付き yaとalifとnunより成る (39)一ーすなわ
ち慣習的知識(rasmIdanish)であるo (2つ自は〕ウィーダナー (widana)
--wawのイ音と下点付き yaの黙音と dalのア吾と nunとalifより
成る (40)一一一すなわち善悪の報い(bad-afrめ inekI u badUを受けること
である o (3つ自は〕サンギニヤー (sanginya)一--sInのア音と鼻膏Aの
nunとベルシア語の kafのイ音と nunと下点付き yaとalifより成
る(41)一ーすなわち時物の名号(nam-ichizha)である o (4つ自は)サン
サカ…ル(sansak設け--sinのア去と鼻音の nunとsInのア音と kafと
alifとr註より成る (42)…ーすなわち法(dharm)と非法(adharm)とが集ま
ること(farahamamadan)であって、次のように認める者たちがいるO
あらゆる事物は絶えず無出sti)に帰そうとしており、次の瞬間じは姿
を現わそうとするG それと同じように、まさにこのこと(法と非法とが
こもごも集まること)がある O それをこの名詩(サンサカ…ル〉で時ぶので
ある、と。(らつ目前ルーフ。(rup)一 raのウ音と wawの黙吾とペ
ルシア語の baより成る (4幻一ーで、ある。〔以上がJ5つの構成要素
(akhshej)であって、これらの集まり来たるものはそれぞれ5種の
(ghamm)をもたらすものであるが故に、以上のような名称、でもって
(ba-加 nam)呼ばれている o (アールジャ・サッティヤ(四重諦)の〕第2
はサムダイ (samday)一一sInのア音と rnlrnの黙音と dalのア音と下点
付き yaよち成る (44)ーーでjらって、欲望 (khwahish 寅欲)と怒り
(khashm 摸悉)から生ずるものであち、それによって r(これは〕私で
あるJ (man-am)と寄ったり「それは弘のもので、あるJ (an az man-矧)と
ったりする o (アールジャ・サッティヤの〕第3はマーラグ(marag)
--rnlrnとalifとraのア音とペんシア諸の}ぽの黙音より或る (45)
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、この世は瞬時に艶とイヒし次の瞬間には再現するとし、う考えを
会得すること (khoyshudan)で、ある (46)0 [アー Jレジヤ場サッティヤの〕
第4はニルード(nirudh)一一 n加のイ音とはのウ音と wawの黙音と
dalと隠れた haより成る同一ーで¥解説(mukt)(48)と呼ばれる O この
段階に到達するには、 10の事柄が必要であるO 第1誌慈善(khair)を行
なうこと O 第2は悪業(nik日hida糾を避け普業(shayis印刷kari)を仔会うこ
とO すなわち、殺生すること、傷害を加えること、施与でないもの
( na-dada )を横奪すること、純j潔繋の裾(註(註d白鈎aお加1宜ma
くこと、善良を者会めること、激情がちであること、蕪駄口を
叩くこと、邪念を抱くこと、き~揺を犯すことの10の悪業から身を慎し
むとともに、長老と陣旺(piru ustad)を鐙{期すること、仏像(but)を札
ること、他の人々の信仰(parastari)を容認する (didan)こと、〔自分
たちの〕後援者たち (neku-l誌は討を称賛すること、心優しい言葉ιよっ
て善を行たうよう〔人々を〕誘うこと、否応なく人々を善行に就かせ
ること、桔仰〔の教え〕在学ぶこと、の 7つの普業に努めることであ
るO 第3は称賛や批難によゥて喜んだり悲しんだりしないこと G 第4
は特別の涜議(tarz)でき在ること O 第5はこの人々(仏教徒たち)がチャイ
イヤ (chaytiya)一一ペルシア語の仰のア音と下点付き yaの黙音と
上点付き taのイ音と下点付き yaのア音よち成る (50)一ーと呼んでい
る礼拝月号(parastish引 h)に影f象(paikar 仏議)を安置すること G 第6は
在るがままの如くに認識すること O第7はパータンジャル(Patanjal)
において認められる〔主昧に至る〕八実修法(hastchlz jog)に努めるこ
と。第 8は次の 5つの事柄一ーす訟わち 1つに長老〈がけの教え
(farmoda)を忠実に間違いなく倍じ、 2つにその教えを鵠念(yaddashtan) 
して実践し、 3つに厳しい精進(tagapiUに心安を尽痔し、 4つに心の
らあらゆる外形(号uwar)を削ぎ落とし、 5つι比類なき神(dadar-i
bI占im料以外を念じないようにすること一一ーを自らの内に現ぜしめる
こと O 第9は知恵、の紐(sar-rishtaぅriagahI)が切れないようにこ
ιすること O 第10は解脱(mukt)vこ至る認識は如ish 知恵)の端緒〔を獲
得することJo[以上の10の事柄が解説段措の到達vc.~、要である。〕
『アクパル会典A に見えるインドの伝統的学講と仏教について
規準(praman)は、この薬問(仏教徒たち)にとっては現見(partacha)と
鵠我(atma)とである (52)。また綾らは知識何がの源泉(sar-maya 元手)
として 2つの事柄を揺摘する。 1つは諸感覚(hawぉs)によって獲得さ
れるものであり、もう 1つは因明 (istidl討議証)によって明証される
ものである O 前者については4種事在する O 三五惑によって明らかとな
るもの、~るいは荷入にも〔常識によって〕知覚されるもの、あるい
は諸物(ashy幻の知識によって認識されるもの、あるいは禁故(riy幻切
によって(53)隠れたもの (poshida)と明らかとなったもの (paida)とが
体性(yaksぉ誌を有するようになるもの、の4櫨である O
類推(qiyas)の議論と形相(hi'at)の解釈ιおいて、これまでに鍛妙な
意味合いをもっ(barik)多くの音葉が語らオしてきた。
この集団(仏教徒たち)は4種〔の宗派〕に分かれている。第1はヴァ
イパーキカ派(Vaibhakhika)一一一ー-wawのア音と下点付き yaの黙者と ba
および揺れた haとalifとkafおよび諮れた haのイ去と kafのア音か
ら成る (54)一一ーであって、この宗派の人々は 4種の要素(冶持ir)のそれ
ぞれについてニヤーヤ学派と同様に個別の不可視の成分(ajza' 分子)
〔の存在〕を認めるが、しかしこれらは視覚(与 ba号制によって感
得できると考えている。この宗派の人々の考えで、は、存在(hasU)を荘
厳するもの(ti山)としては認識(d抑制とその対象(ashyaつという 2つ
の事象(ch叫があるO そのうちの後者は感覚(hawass)によって知覚(感
得)されうるものである O 第2はサウテイラーンティカ派結autiraotika)
一一ω 剛 sinのア音と wawの黙背と上点fすき taのイ音と raとalifと路れ
た nunと上吾、付き taのイ音と kafのア音から成る (55)一ーで、彼らは
対象は類推によって理解されるもの(mt耐 ak)であると考えている。第
3はジムーガーチヤール派(Jugachar)一一jimのウ音と wawの黙音と
ベルシア語の kafとalifとペルシア諾の jimとalifとraより成る (56)
、彼らは認識印刷sh)以外実在しないと考え、対象は認識の仮
象 (nairangi)であると解している。
(Maddhiyamika) mlmと alifと
4はマ…ッディヤミカ抵
のdalおよび隠れた協のイ
と下点付き yaのア音と mimのイ者と kafのア音より成る (57)一一ー で、
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認識と対象とをスンヌ (sunn)一 sinのウ吾と重複の nunの黙音より
成る (58)一ーと称、している Q 被らは、春在(hast 省〉と非存荘(nist 禁〉
と(のいずれ〕に対しても決めてかかることはない(jazmna-kunand) 0 
多くの論書(nama)がそれぞれの京団(rawish)において用意されてお
り、外間的(suri 客観的)および内面的(ma‘nawI 主観的)な諸問題に関
しては〔さまざまな〕相違が住じている O 彼らは3維の学問(‘ilm 知
識〉が大切である (mu‘tabar)であると考えている。盟明治tidl話〉の学問(論
と、 c-t本語の)整序(inti?-窓口])の学問(59)と、内語的世界(ma‘nawImulk) 
の探索 (rah-nawardr)の学問(60)とである o (Ii'アクパjレ会典」テクスト、
Vol.I， p.1l1，1.6叩 p.113，1.21.) 
アブル・ブァズルが行なった仏教徒についての解説の全文は以上の通り
である。また仏陀生誕にまつわる伝承も詔介している O イム陀が出家の道を
採ったことを、「荒野の道に進んだj と表現している G この解説文の執筆は、
アクバルの治世第40年と考えられるが、イム減法これより2962年前としてい
るQ しかしこれで計算すれば、誌なおで指摘したように仏滅年があまりに
も過去に遡及され過ぎてしまうことになる o 2962年前というのを1962年前
の誤記ということにすれば、イム減年は紀元前366年となり、北伝説の例え
ば宇井伯寿の仏滅年説(前386年)に近づいてくる。また仏入滅を120歳のと
きとしているのもこの解説文の特鍛で、仏詑の生涯を紛年長くしている O
了レンドゥースターンではこうした入々{弘教徒〉がほとんど見られなく
なって久ししりと述べられている O ここで「ヒンドゥ…スターンJ という
のは、インダスJI・ガンジス川流域の北インドをさしているようだ。しか
しインド周辺のペグーやチナッセリム、チベットでは今なお仏教が借帯さ
れているとし、アクパjレに槌行してカシュミーjレを訪問した際にf可人かの
仏教の長老と知り合いになった、とアブル・ファズルは述べているので、
カシュミール地方ではこの当時もなお仏教が命農を保っていたことが分か
る。彼が仏教の教義を解説、紹介するとき、その知識の源泉がこうした長
者からの開き取りに大きく拠っていたことはまず間違いないであろう O
アブル・ファズjレは、続いて仏教の教義内容の紹介に移る O それらは仏
教徒の生活規範からはじまって、六(五)境と六根、四諦、五識と背捕、さ
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クバル会典』広見えるインドの伝統的学衝と仏教につい
らιは解説議に至る多方冨にわたっており、これらを正薙に理解すること
は容易ではないが、彼命行論を理解するうえで最小限必要なことは、訳文
中の祷記や注記によって説明しておいたり彼はさらに分説部，経量部・南
部行派・中観涼の4つの宗派が当時の仏教にあったこと、および五明のう
ち因明と医方明と内明との 3分野の学問を仏教徒たちが霊視していたこと
を紹介して、この仏教徒たちについての解説を務えているO
3 アブル・ブァズルの学術紹介の特後
アブル・ブアズ、んが rアクパル会典J のなかで行なったインドの伝統的
についての樫括的説明や仏教徒についての解説において見られる特接
点を、以下にいくつか挙げておきたい。
第1試インドの伝統的学術あるい試九派哲学についての情報;罪である 0
11世紀前半にピ…ルーニ…(973-1048ころ)がアラピア間で著した該博なイ
ンド紹介書 Fインド誌JI (Kitab al-Hind) (61)をはじめとして、ムガル轄の者
室図書揺で利用可能な護れた文献をアブル・ブアズんが利用したことは関
、ないであろう O 仏教徒の詔介りところでは、ハーフイジ・アブルーと
パナ…キティーの 2人の人物者挙げて、彼らの作品を読んでいたこともア
ブル・ブァズルは明らかにしていた。しかし彼がインドの伝統的学討をや九
派哲学について獲得した情報の主要な源泉は、各派の学者たちとの交流に
よってえられたもので、あったと思われる O そのことは、インドの伝統的学
街の概括的説明を行なった文章からも察知することができる G バラモンの
優れた学者たちと交流し、彼らから必要な情報や知識を獲得する方法は、
実はピール…ニーも採用した方法であった。ただしアブル・ファズルの
代になると、仏教徒はヒンドゥースタ…ンで fほとんど見られなくなって
久ししvので、彼らと交流することは容易で、なかった。鑑定通にカシュミー
ル地方には当時なお仏教徒がし、たようで、「この宗涼の伺人かの長老たち
と知り合い~，こなった」とアブル・ファズルは述べている O
2は伝統学術の各学法に対する彼の態境である Q アブル・ブァズルは
どの学誌に対しても旺惑な知的好奇心をもって臨み、彼らの主張や教理を
15 
広くイスラーム哲学の用語を用いて類比的にとらえようとする姿勢を貫い
た。彼が少年期以来学んできたギリシア哲学をはじめとする多方面にわた
る学問分野の習得が、彼のこのような姿勢を支えていた。彼はどの学派に
対しでも特別に深くコミットすることを避け、いわば等距離的に接しよう
としていたように思われるO にもかかわらず彼の紹介や解説に精粗・長短
が見られるのは、当時の各学派の実勢や、従ってまたそれぞれの学者たち
との交流の密度の濃淡に因ったものであろう O 当時の仏教徒の実情につい
ては上に記した通りであるが、これに対して例えばジャイナ教徒はその指
導者たちがアクバル時代の宮廷にかなり多く出入りし、「信仰の館」
(‘ibadat-khana)での宗教論議に参加することもあった。こうした事情のた
めであろう、アプル・ファズルのジャイナ教徒紹介の記述は、仏教徒のそ
れに比べてはるかに詳しし、。無神論者についての紹介の記述は、彼らとの
交流が実際にはなかったからであろうか、極端に簡略である O
第3はインドの固有名詞や学術用語・宗教用語の表記において、正確を
期す方法が採られていることであるO アブル・ファズルが「アクバル会典」
を著した言語のペルシア語と、インドの伝統的学術の主要言語で、あったサ
ンスクリット語は、互いに言語系統を異にしていた上に、使用する文字も
前者はアラビア文字、後者はデーヴァナーガリ一文字というように全く異
なっていた。このため サンスクリット語の用語をできるだけ正確にペル
シア語で転写するには工夫が必要で、あった。アプル・ファズルの用いた転
写法は、本稿の引用文紹介中にその都度煩雑さを厭わずに注記で示してお
いたが、それらの特徴を摘記してみるとおよそ次のようなものであるO
( i ) 長母音色。例えば yuは「下点付き yaのウ音と wawの黙音」
(早amm-iya-yi ta与taniwa sukun-i waw)で示される O こういうときの
'WaWの黙音J (sukun-i waW)は音引きの役割を果たしている。
(ii) 短母音色。「未知のイ音J (kasr-i majhul)で示される O
(ii) 長母音e。例えば meは Imimの未知のイ音と下点付き yaの黙音」
(仕ka出sr子川-寸 ma司jhu白Iルl-im凶imwa suk王f加1n任引1ト-1汁yaι勾-ツyがitah比lta訂加nω でで、示される O こういうとき
の「下点付き yaの黙音J (sukun-i ya引 taJ:!tani)は音引きの役割をする O
(iv) 短母音 δ。「未知のウ音J (?amm-i majhul)で示される O
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(v) 長母音。。例えば JOは 'jimの未知のウ音と wawの黙苦J (;:~amm-i 
majhul-i jim wa suku山 waw) れるO こういうときの γwawの黙吾J
iきの役割をする。
いけ二 auo関えば sauは~誌のア音と wawの (fath-i sin 
抑制kun-iwaw)で示されるG
( vi) 鼻音点。 I隠れた nunJ (nun-i kl叫I)で示される。
(札i) 帯気背の h。例えば thaは「上点付き taおよび隠れた haのア昔」
Uatトit吋 ifauqani u ha-yi khafI)で訴される Q
(ix) 巻舌音 toIインド語の上点、仔き taJ(抱一yl詰問されI-yiHindi)で示される。
(x) 巻苦苦言。 Iインド語のおじ (dal綱i五indi)で示される。
(xi) 子膏結合。剖えば driは Idalおよび四のイ吾J (kasr-I dal u ra)で
示され、あるいは srupは ISInおよび raのウ音と wawの黙音とペル
シア語の baJ (手amr される O
本稿の引用文中においてアプル・ファズルがイ吏用していたサンスクワッ
ト語の用語のベルシア語転写法は、以上のような方式に基づいていた。こ
れによって、アクパル時代のインドの学構思語が北インドιおいてどのよ
うに発音されていたか、それを転写するためのペルシア語の表記法はどの
ような持色を有していたか、などを知る麓襲な手掛かりをえることιなる。
おわりに
震史家たちが fアクパル会典』を研究する捺、インドの伝統的学講につ
いて論じた問書第2巻の当該箆所が注意潔く検討されることは従来ほとん
どなかった。また思想史家たちがこの部分に注目することもほとんどなか
った。原書第 2巻の英語版を担当したジャレットは、これを分かつて
版の第2巻と第 3巻とし、伝統的学術に関する記述部分は第3巻の方にj収
めている。彼は随分苦労しながら多大の努力を積注し豊富な注釈を加えた
英訳を完成させた。しかし今自から見てみると、設の英語援には誤解や誤
記から免れていないところが少なからずある。後の英語版を点検して第2
販の第2巻、第 3巻を繍集したのはジ、ヤドゥナ…ト・サルカールで、あった
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が、インド独立直後の刊行(1948-49年)で印刷・出版事情が厳しかったため
か、ジャレットが用意した研究手掛かりとなる注記の多くな削除してしまった。
本語で手掛けたような方亜の研究は、近年までに達成された著しい研究
成果を蕗まえながら、イスラ…ム学とインド思想史との再富における
を生かしてなされるべき研究分野であるO 今は、ただ非才を顧みずできる
だけのことを果していくしか術はなし、。本稿は 如く、アプル・ブア
ズルが rアクパル会典J のなかで行なったインドの保統的学術の概括的説
明のところと仏教徒についての解説・紹介のところとをそれぞれ全文紹介
し、彼のインド学?轄の詔介において見られる特設を3点結介したものに過
ぎない。インドの六派哲学やジャイナ教徒についてアブル・ファズんが行
なった詳しい解説については、今回は紹介と検討を行なうことが全くでき
なかった。機会があれば後日来していきたいと思っている O
イルファン・ハピーブ教授の論文によると、 rァクパル会典』の成稿よ
ち約60年後の1653年ごろιムガル軒下のインドで成った書 Fダビスター
ニ・マザ…ビブJ (Dabistan-i Ma?ahib 諸宗教の学顕の意〉には、イスラ…ム
教各派はいうに及ばず、ゾロアスター教やピンドゥー教、仏教、ユダヤ教、
キリスト教の各宗教を偏向を避けながら論じようとした諸章が収められて
いて、各宗各派の実慎を知る仁は大いに有益な文献であるということであ
る〈刻。いずれ拐を見てこの文献ιついてもふれることができれば、と顕っ
ているところである O
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注
( 1) Abu'l・Fa手l， A 'in-i Akbari， ed. By H. Blochmann， Vol.I， Calcutta: The Asiatic 
Soci杭yof Bengal， 1877， pp.61-114.刊本ではf患にラクナウ按 A'in-iA幼arζ
Vol.lI， Lucknow: Nawal Kishor， 1869， pp.84ff盗があるが、今留は爵刊本を対
校しながら検討する時間的余裕はなかった。なお γインドの学講」の見出
しがラクナウ版で、は rインドの学術の修得者たちJ (danish-andozan.i 
Hindustan)となっているO
(2) Persian誌S，BL Add. 7652， ff.332a-366a. 
(3) The必ni j牧bariby Abul.Fazl Allami， Englis込tr.by H.S. J arrett， VoI.II， 
Calcutta: The Asiatic Society of Bengal， 1894， reprint， Osnabruck， 1983， 
fアクパル会典』に晃えるインドの法統的学街と仏教につい
pp.125-218， 2nd edition， by Jadu-Nath Sarkar， Calcutta: The Asiatic Society of 
Bengal， 1948， reprint， New Delhi: Crown P凶 lications，1988， pp.l40叩 228.なお
ウルドゥ…語抜 A'in-i Akbar'ζUrdu tr. by Mul)ammad Fada 'Ali， Book 3， 
Hyderabad: Osmania University， 1939， reprint， Lahore: Sang-e-Meel， 1988， 
pp.l04-187も忘るが、時間的制約があって今回は十分参照することができな
かった。
( 4) parastIがテクスト (p.61，1.8)で、は間違って yarastIとなっている。
(5) 12世紀にイランで活動した哲学者スフラワルヂイーを橿とする学i氏。そ
の主張にはプラトン哲学の帯興も含まれる。
(6) tuzは『アクパル会典』第3部のカシェミール地方を扱ったところでいま
されており、英訳者ジャレットはこれに詳しい註記を施している O
English tr.， VoI.I， p.351， n.3.ジャレットはそこでtuzの語源を不明としてい
るが、プラッツはそれがサンスクリット諾の tvac(皮膚、樹皮〉から出たことば
であることが明記されている oJohn T.到atts，A Dicti01彼1)'of U1"du， Classical 
H仇dえandEnglish， Oxford: Oxford University Press， 1960 (1884)， p.343. 
( 7 ) インド起濃のことばの表記に正確を期すため、ナイヤーイカに続けてこ
のような の仕方を付記している。原文を口ーマ字で記すと次の通りで
ある o ba-fatlf・ nunwa ya-yi t功taniッ mushaddadwa alif wa kasr-i y必yi
tahtanI wa fath-i kaf. 
(8) 原文は次の通り o ba-fatl)-I ba wa sukun-I ya-yI tal)tani wa k郁子imajhul-i 
sh証山I臼n剛 m註lanqutねawa sukun-i ya渦う嶋
kã訂f. インド系脅語夜め〉二重母音 a剖i は、 rbã のア音と下点付~ yaの黙音J(fatち
i ba wa sukun-I ya-yi tal:tanI)すなわち bayのような形で示される。「未知の
イすJ(kasr-i majhul)とはエの控音(りのこと。アラピア語は元来 a，i， uの
3母音を基本とするので、このように表現している O これに「下点付き ya
の黙音J(sukun-i yaγi tahtanI)が結合するとエの長吾(りとなる。こう L、う
ときの y音は E昔を長管化する音引きの役割を果たしている。 rkafおよび
隠れた hねなafu h公yikhafI)とは、インド系言語に見られる軟日義の無声
若気音泌を示している。六派哲学の一つ Vaiゑesika学諌(勝論派)は、この
ようにベルシア語でおaysheykhikaと表記されている。
( 9 ) 原文。 ba-kasr-imajhuト bawa sukun-i ya-yi talf訪日1wa dal wa alif wa 
nun-i khafI wa kasr-i ta-yi fauqゑnIwa sukun剛iya-yi ta与tanI. r~，号、れた núnJ
(nun-i kha的とは鼻晋の nのこと。 γ上点fすき憾のイ音と下点付き yaの黙
(kasr-i t必yifauqanI wa sukun-i ya-yi talftanI)すなわち tiyは、長音fヒさ
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れたテイ
(10) 原文。
音(ti)を示し、ここでも y iきの役割を果たしている O
ba‘kasr-i mim wa sukun-i ya-yi taちtaniwa mim wa alif wa nむn-i
khafI wa fath-i sIn wa kaf. 
(11) 原文。 ba-sinwa alif wa nおn-ikhafI wa sul三un-ikaf u ha-yi khafi. 
(12) 罪文。 ba-baぅriFarsi wa alif wa fatド ta-yifauqani wa nu引 khafiwa fat与
i jlm wa laL 
(13) 原文o ba-fat与ijim wa sukun-i yιyi taちtanIwa fatりinun. 
(14) 嘉文。 ba-fatJ:1-iba wa伊mm-iwaw wa f批判 dal-imushaddad u ha-yi khafi. 
rbaのア音と wawのウ音J(fath-i ba wa zamm-i WaW)はbawむの衰を表示
するが、これによって二重母音仰と結合した b管すなわち baむを表そうと
したものと解される。
(15) 原文。 ba-nunwa alif wa suku引 sinwa kasr-i taヅifauqanI wa fat与ikaf. 
(16) 原文。協fatJ:1-ikaf u haッikhafi wa sukun-I ta-yI fauqani-yi Hindi wa fa均ー
i dal wa sukun-i ra wa fath-i sin wa sukun-i nun. rインド語の上点甘さ~ taJ 
(17) 
(18) 
(19) 
(ta引 fauqani-yi託indI)とは、インド諸昔話に特徴的な反告の無声無気音 E
さす。
思文。 ba-?amm-iba wa dal-i mushaddad u ha-yi khafL 
原文o ba-shin-i manqut wa alif wa kaf wa ?amm-i mlm wa kasr-i nun. 
muktはサンスクワット語(以下 Skt.と略記)muktaの怒語形。 muktaは
mukti (解脱)の状態を示す形容辞。
(20) 原文o ba-kasr-i sin wa ?amm-i dal-i mushaddad u ha-yi khafi wa sukun-I 
Wゑwwa fath-i d註1wa sukun-i nun. SiddhudanはSkt.Suddhodana (パー リ語
Suddhodana 争飯五)の転詑形。
(21) 原文o W必pasInpaikarI paiwand叩 manast.この文章は、 fブッダチャリタ
(仏所行讃)J第i章において仏陀が岳分の出生について述べているところ
を錯えたもので、今回の生誕が自らの輪現の最後となるもので為ることを
前もって宣明したことを訴すものであるG
(22) banadirはbandad海港)の複数影で、 ahl-i banadirは 々の権港から来
た人々Jが悪意。
(23) アクパル治世第40年は西暦1595年の春分の日から始まる l年間(太陽暦〉
でjちるので、これから仏陀入滅年を許算してみると紀元前1366年という途
方もない年と在るO テクスト、写本ともに2962年 (dohazar u nuh sad u 
shast u do Sal)となっているが、{反りに器頭の数次2(d討を桁学とすれば紀
元前366年とな今、北伝の仏滅年に近くなる。
『アクパル会典』
(24) 'adat は‘adat
となる。
るインドの伝統的学揃と仏教について
の複数形。全体で「慣曹を越えたJ r超自熱的な」の
(25) bakhshIの語源としては、ペルシア語の動制 bakhshldan(施与する、容赦
する)の語根治治的に抽象名謁北語尾 Iが付されたものと考えj脊撞」や「慈
悲」を意味するものと解することができる。別に Skt.bhik!?u (比丘)の
形とする見方もありうる。
(26) ハーフイジ・アブル…はティムール朝時代のヘラートの歴史家(1430没)0
ペルシア語の歴史書、地理番を多く残しているO 一方、パナーキティーは
中央アジアのパナ…カト (Banakat)出身のイル・ハ…ン襲時代の詩人、
家(1330没)0 被の著した史書にはインド・中国・蒙古の記述も含まれており、
H.M. Elliot and John Dowson (eds.)， The Histmy 01 lnd仇 αsTold by its OWl't 
Historia幻s:The Muhα1n1nadαn teriod， Vol.II， London， 1867， reprint， Allahabad， 
1970， pp.55-59には簡単ながらこの著者と書の結介がなされている。
(27) paiwand鋤 tanは英語援で化身(incarnation)と訳されている。 Eng.tr.，Vol.
II， p.213. 
(28) この語は動詞 khwastan(r望むJγ必要とする止の過去分詞 khwぉtaに否
定の接接辞 na.が付いたもの。 khwastaには「望まれたJ r必要としたJ の
のf告に「富」や「所有」の:叡もあるので、 na-khwastaは本文のように
している。 BLAdd. 7652. f.364b. 1.13もテクスト関隷に na-khwastaと記され
いるが、テクスト Vol.I， p.l12， n.lにはこの欝所を khair-Ikhwぉtanある
いは khairu ChIZ-i khwastanとする写本のあることが結介されているO
(29) 説一切有部にいう六根本慣協〈会・ 1槙・痴・護・疑・見)ι対応するもの
かどうか、未だ判然としない。
(30) 色{視覚ト声(聴覚ト香(嘆覚ト味〈味覚)・触(触覚〉の宜感覚。五境。
これι次行の分別(法境)を加えると六墳となる。
(31) 眼・エc• 鼻・舌・身の感覚器官。五根。
(32) manはSkt.manas ~こ対応。五根にこの心意(意根)を加えると六根となる。
(33) テクストも BLAdd. 7652の写本も diwharahと読めるが、ここではテクス
トVoI.I，p.1l2， n.2に従って wabodh (rと分民J)と読むことにする。六根の
最後の意棋(心意)の作罵対象としての、法境(分別)を不したものと解される。
(34) 原文。 ba-hおnzawa alif wa fatI).-I ya引 tahtaniwa sukun-I taぅrifau棋niwa 
fath-i nun. alifの後の wafath-Iはテキストで欠落。 BLAdd. 7652の写本で
補った。 ayatnaはSkt.ayatanaの転説で処あるいは患と訳される。六校と
六境を合わせた十二処をさしているO
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(35) Skt. padarthaに対f，与する語。 i英訳ではこれを伺識とする。範時のこと G
(36) 原文。 ba-hamzawa alif wa sukun-i ra wa fatl)-i jlm wa [fa功-iJsIn wa 
kasr-i ta-yi fauq議ni-yimushaddad wa fatl)-i ta-yi taちtanLテクスト、おLAdd. 
7652写本ともにキッコ…(J中の諾が欠けている o arj a-satti刊誌 Skt.
ar)ゃ satya(尊い真理、聖誇)の転靴。ここで品加盟締(catur -arya-satya)をさ
している O
(37) 頭文。 ba-zamm-id亘1wa fath-i泊timushaddad u haヅikhafI. dukkhaは
Skt duhkha (昔、苦誇)の戟批形。
(38) BL Add. 7652， f.364b， 1.19の余自には、 dukkhaの綴りを詔介した直後に入
れるべきことばとして ya‘nighamm (rすなわち苦兵の 2語を記しているO テク
ストにはないが、これを採用した。以下、まず背諦を五議でもって説暁している。
(39) 原文。 ba-kasr-iwaw wa kaιi Farsiうrimushaddad u ya-yi tal)tani wa alif 
wa nun. wiggyanはSkt.vij泊 na(識、認識作用)の転靴形。
〈必) 原文o ba-kasr-i waw wa suk加網iya-yi tal)tani wa fatl)-i dal wa nun wa alif. 
widanaはSkt.vedana (受、!感受作用)を表したもの。
( 41) 原文。 ba-fath-isIn wa nun蜘ikhafI wa kasr-i kaf-i FarsI wa nun wa yaγi 
tahtani wa alif鼻音の nを「霞れた nunJ (nun-i khafr)と表記しているの仁
在日。開会ginya~ま Sk t. sa刊的{想、表象作用)の転詑形。
(42) 議文。 ba-fath-isin wa nun-i khafI wa fath-i sIn wa kaf wa alif wa ra. 
sarisakarはSkt.samsl込山(行、意志、作男)を表したもの。
(43) 原文o ba-?amm-i ra wa sukun-i waw wa ba-yi FarsL rup法 Skt.rupa (名、
認識対象)を表したもの。
(44) 原文。 ba-fatt-isin wa sukun-i mim wa fatt-i dal wa ya-yi tattanL sam-
dayはSk仁samudaya(集苦、集諦)の転詑形。
(45) 原文。 ba-mimwa alif wa fath-i ra wa s汰 un-Ikaf-i FarsL maragは Skt.
m訂ga(道、道諦)の転靴形。
(46) 入正道の具体的な説明は省かれている。
(47) 鹿文。 協同Sじinun wa ?amm-i ra wa sukun-i waw wa dal wa ha-yi khafL 
nirudhはSkt.nirodhの転詑彰で、減、滅尽を意味するO すなわち滅諦をさす。
(48) Skt. m uktiの転詑影。
(49) 色欲の自制が利かぬことを窓味するか。
(50) 原文o ba-fat与ijim-i FarsI wa sukun-i yゑ-yitaちtaniwa kasr-I ta-yi fauqanI 
wa fatヤiy設-yita与tanL chaytiyaすなわち Skt機 caityaは寺院の調堂をさす。
(51) ヨ…ガ学派の関担パタンジャワ (Patanjali) 0この学派の基本経典fヨー ガ・
クパル会典J ~こ見えるインドの伝統的学講と仏教について
スートラ』は組元 2-4世紀ごろの と考えられ、彼の作とされている。
(52) この文章の原文は parmannazd-i In guroh partacha wa atmaであるが、文
なかなか判然としにくい。 pramanはSkt.pramaIfaの転靴形で定最、標
の意があり、 partachaはSkt.pratyak$aの転説形で現前、現量の3設があり、
at仮設は Skt.atmanの転詑形で自我、霊魂の意がある。敢えて文章を敷街す
れば、 f仏教箆たちにとって、主主ょの解説段踏の裂達度を測る準装uは、各段
階の特殻がどの程度現われ、それに我の自笠がどのように饗E与しているか
よって明らかとなるj といった内替を述べよう主したものか。
(53) テクストでは「禁欲によってJ (baィiya?at)の後にピリオドが打たれ文章
が中途で切断されているが、ジャレットが英語版 VoI.II，p.l25， n.3で、指摘し
いるように、ここでピリオド在打つのはテキスト校訂者の間違いである O
(54) 原文。 ba-fat¥:l-iwaw wa sukun-i ya-yi ta¥:ltanI wa ba u ha-yi khafi wa alif 
wa kasγ-i kaf u haヴikhafI wa fat与ikaf. Vaibhakhikaは Skt.Vaibha手ika(分
の転詑形。漢訳ではまた分説者。仏典注釈書ヴイパ…シャ (Vibhasa
見婆沙〉に主として挺る人々をさす。
(55) 原文。 ba-fat与isIn wa sukun-i waw wa kasr-i ta-yi fauqani wa ra wa alif 
wa nun・ khaIiwa kasr-i ta-yi fauqanI wa fat~ト kãf. Sautir設計ikavま Skt. 
Sau trantikaの転詑形。経量部をさす。 漢訳ではまた経部者。
(ω56ω) 原文。 ba-引引早μ卯u汀1m日川川1I川
wa alif wa r泊a.Ju日Ig回ac凶h蕊訂rはSkt.Yo叫ga恥制C叶h同1泊ar印aの転靴形O 聡伽行派なさす。漢訳
ではまた観行者、修観行者など。
(57) 涼文。 ba-mimwa alif wa kasゎidal-i mushaddad u ha引 khafIwa fa均一1Yι 
yi ta悼anIwa kasr-i mlm wa fat¥:l-i kaf.担addhiyamikaは Skt.問adhyamikaの
転説形。中観派をさ また中道者、 ど。
(58) 原文。 bηamm-isIn wa sukun-i nun-i mushaddad.ヒンヂィー語の sunと
i司一語で、 Skt.知nyaの転詑形。空虚、欠如を意味する。
(59) 医方明すなわち医学を意味するようであるO
(60) 内明すなわち形而上学在意味するようであるO
(61) Edward C. Sachau (trよAlberuni'slndia: An acco附tof the religion， philoso句
phy， littaature， geog1'lαphy，必ずonology，astrono1ny， customs， law and ast1'ology of 
lndia about A.D. 1030， 2 vols吋 London，1910， reprint， Lahore， 1962. 
(62) Irfan Habib，“A Fragmentary Exploration of an lndian Text on設Rel石igioη
and Sects: Notes on the e悦aγ i五erversion of the 1ひ)ab説is討t誌an-l主誌ila沼zahib，"P， 。
ceedings of the lndian Hist01Y Congress， 61st Session， 2001， ppι74-491. 
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